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1．研究の概要図 
  この応募用紙に記載する研究の概要を以下の枠内に図式を用いて、概要図を作成してください。 

研究課題名 粒子法による湖岸・海岸域の実時間汚染物質追跡技術の開発 
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粒子法 

・計算対象を粒子で表現 

障害物 流体 

・粒子追跡が得意 

格子法 

境界形状 流体情報 

・計算対象を格子で表現 

・計算時間が速い 

従来法 

どちらも湖岸・海岸域の実時間汚染物質追跡に不利な面がある 

But 計算が遅い！ But 追跡が困難！ 

研究背景 
災害が発生！ 

↓ 
汚染物質が湖・海に流れ込んでいる 

↓ 
湖・海の利用者が 

安全な方法で避難するためには？ 
↓ 

湖岸・海岸域の汚染物質を 
実時間で追跡する必要がある 

提案法 

格子法の計算結果を利用して 
粒子法を部分的に適用 

解像度を維持したまま 
粒子法の計算を高速化！ 

実時間での 
汚染物質追跡が可能に！ 

流体 

汚染物質 
仮想粒子 

遅い！ 速い！ 

課題：仮想粒子生成の条件は？湖岸・海岸の形状は？正しく追跡できる？ 

格子法の情報を伝達 

粒子数を減らす 

画像：琵琶湖博物館（http://www.lbm.go.jp/index.html）より 

災害が起きたらどうする？ 

スーパーコンピュータ 
を使っても困難 


